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 資料１  

 

2021.6.21 評価会議近畿分科会 新田保次 

 

「第 5 回移動等円滑化評価会議」報告 

 

1．概要 

イ．日時：2021 年 3 月 17 日 14～16 時 オンライン会議 

ロ．議事内容 

 ①移動等円滑化の進展状況 

 ②第 4 回移動等円滑化評価会議における主な意見と国土交通省等の対応状況 

 ③移動等円滑化に関する好事例・先進事例の共有 

 ④国土交通省等における最近の主な取組 

 ⑤その他 

ハ．配布資料 

  

2．基本方針に定める移動等円滑化の目標達成状況（2019 年度末） 

指標 近畿の状況（進捗率） 備考 

鉄軌道 鉄軌道駅  段差解消、視覚障害者

用誘導ブロック、障碍

者用トイレとも全国を

上回る 

目標：原則

100％ 

ホームドア・可

動式ホーム柵 

  

鉄軌道車両 61.2％＜全国 74.6％ 約 70％ 

バス バスターミナル 総数 3、進捗率 100％ 95％ 

乗合バス車両 ノンステップバ

ス 

66.4％＞全国 61.2％ 適用除外車

両を除く、

約 70％ 

リフト付きバス

等 

7.1％＞全国 5.5％ 適用除外認

定車両、約

25％ 

貸切バス車両   

船舶 旅客船ターミナル －  

旅客船 41.3％＜全国 48.4％ 約 50％ 

航空 航空旅客ターミナル 総数 4、進捗率 100％  

航空機  原則 100％ 
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現状 99.1％ 

タクシー 福祉タクシー車両 基準適合車両のうち、

UD タクシーの占める割

合：近畿 32％、関東

76％、全国 59％ 

 

道路 重点整備地区内の主要な生活関連

経路を構成する道路 

85.5％＜全国 91％ 原則 100％ 

都市公園 園路及び広場 61.7％＞全国 57％ 約 60％ 

駐車場 59.5％＞全国 48％ 約 60％ 

便所 41.0％＞全国 36％ 約 45％ 

路外駐車場 特定路外駐車場 70.5％＞全国 65％ 約 70％ 

建築物 2000m2 以上の特別特定建築物のス

トック 

 約 60％ 

現状 60.8％ 

信号機等 主要な生活関連経路を構成する道

路に設置されている信号機等 

 原則 100％ 

現状 99％ 

 

3．マスタープラン・基本構想の作成 

・基本構想作成市町村数（2020 年 3 月末）：304 市町村 

・移動等円滑化促進方針作成市町村（2020 年 6 月末）：8 市町村（遠野市、大田区、射水

市、明石市、奈良市、宇部市、飯塚市、大分市） 

・作成事例の紹介：明石市ユニバーサルデザインの実行計画 

 

4．第 4 回移動等円滑化評価会議における主な意見と国土交通省等の対応 

 詳しくは、国交省の HP を参照。以下には、意見の分類項目のみ示す。 

①障害当事者参画の普及 ②地域分科会の複数開催 ③乗換ルートの統一化 

 ④国体開催地での評価 ⑤無人駅への対応→2020 年 11 月より「駅の無人化に伴う安

全・円滑な駅利用に関する障害当事者団体・鉄道事業者・国土交通省の意見交換会」

を設置し検討中 ⑥ICT 等の新技術を活用→2020 年 10 月より「新技術等を活用した駅

ホームにおける視覚障害者の安全対策検討会」を設置し検討中 ⑦マスタープラン・

基本構想の拡大 ⑧ホームドア整備の促進 ⑨障害者割引→精神障害者に対する割引

の導入促進 ⑩評価会議のあり方 ⑪コロナ禍での障害者への配慮 ⑫情報保障の促

進 ⑬パーキング・パーミット制度の普及 ⑭アプリで UD タクシー配車 ⑮「心のバ

リアフリー」評価基準 ⑯子供連れの明示化 ⑯共生社会ホストタウンの共有 ⑰

（文科省）学校のバリアフリー化の状況報告 ⑱（文科省）学校教育での「心のバリ

アフリー」 
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5．報告事項 

イ．高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部を改正する法律（概

要） 

1．公共交通事業者など施設設置管理者におけるソフト対策の取組強化 

2020 年 6 月 19 日施行分 2021 年 4 月 1 日施行分 

・障害者等へのサービス提供について国

が認定する観光施設（宿泊施設・飲食店

等）の情報提供を促進 

・公共交通事業者等に対するソフト基準

遵守義務の創設（スロープ板の適切な操

作、明るさの確保等） 

・公共交通の乗継円滑化のため、他の公

共交通事業者等からのハード・ソフト

（旅客支援、情報提供等）の移動等円滑

化に関する協議への応諾義務を創設 

2．国民に向けた広報啓発の取組推進 

(2)市町村等による「心のバリアフリー」

の推進(学校教育との連携等)(主務大臣に

文科大臣を追加) 

(1)優先席、車椅子使用者用駐車施設等の

適正な利用の推進 

・目的規定、国が定める基本方針、市町

村が定める移動等円滑化促進方針(マスタ

ープラン)の記載事項や、基本構想に記載

する事業メニューの一つとして「心のバ

リアフリー」に関する事項を追加 

・心のバリアフリーに関する「教育啓発

特定事業」を含むハード・ソフト一体の

基本構想について、作成経費を補助 

・バリアフリーの促進に関する地方公共

団体への国の助言・指導等 

・国・地方公共団体・国民・施設設置管

理者の責務等として、「車両の優先席、車

椅子用駐車施設、障害者用トイレ等の適

正な利用の推進」を追加 

・公共交通事業者等に作成が義務付けら

れたハード・ソフト取組計画の記載項目

に「上記施設の適正な利用の促進」等を

追加 

3．バリアフリー基準適合義務の対象拡大 

 ・公立小中学校及びバス等の旅客の乗降

のための道路施設(旅客特定車両停留施

設)を追加 

 

6．バリアフリー法に基づく基本方針における次期目標 

 追加項目を次に示す。 

・「案内設備」を「鉄軌道駅」「バスターミナル」「旅客船ターミナル」「航空旅客ターミナ

ル」に追加 

・「音響機能付加信号機」「エスコートゾーン」を「信号機等」に追加 

・「基本構想等」に下記の項目を追加 

①「移動等円滑化促進方針の作成」（目標：約 350 自治体、全市町村（約 1740）の約 2

割） 
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②「移動等円滑化基本構想の作成」（目標：約 450 自治体、2000 人以上/日の鉄軌道駅

及びバスターミナルが存在する市町村（約 730）の約 6 割） 

・「心のバリアフリー」を追加 

・公立小学校等については、文部科学省において目標を定め、障害者対応型便所やスロー

プ、エレベータの設置等のバリアフリー化を実施する 

 （具体的な整備目標） 

車椅子使用者用トイレ 校舎 避難所に指定されている全ての学校に整備

する(2020 年度調査時点で総学校数の約

95％) 

屋内運動場 

スロープ

等による

段差解消 

門から建物の前

まで 

校舎 すべての学校に整備する 

屋内運動場 

昇降口・玄関等

から教室等まで 

校舎 

屋内運動場 

エレベータ 

(1 階建ての建物のみ保有す

る学校を含む) 

校舎 要配慮児童生徒等が在籍するすべての学校

に整備する(2020 年度調査時点で総学校数

の約 40％) 

運動場 要配慮児童生徒等が在籍するすべての学校

に整備する(2020 年度調査時点で総学校数

の約 75％) 

 

7．国土交通省等における最近の主な取組 

①新幹線のバリアフリー対策等 

②車椅子使用者が単独乗降しやすいホームと車両の段差・隙間の解消 

③駅の無人化に伴う安全・円滑な駅利用に関する障害当事者団体・鉄道事業者・国土交通

省の意見交換会 

④新技術等を活用した駅ホームにおける視覚障害者の安全対策検討会 

⑤高齢者・障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準 

⑥ユニバーサル社会における MaaS の活用方策 

⑦トイレの適正利用 

⑧車椅子使用者用駐車施設等の適正利用の取組 

⑨エレベータ利用の取組 

⑩認知症の人への取組 
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